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第１２82回　中川博司ガバナー公式訪問例会　平成２６年9月16日（火）

2014-2015 国際ロータリーのテーマ

ロータリーに輝きを
Light up Rotary

2014-2015 RI会長
ゲイリーC.K.ホァン

台湾台北

■ 点　鐘 12：30

伊那中央ロータリー讃歌　　　馬場秀則ソングリーダー■ ソング  

小川秋實会長■ 会長談話
　ロータリーの文章は､英文を日本語に訳したものなので､直訳調で､明快だとはいえな
いものが多いと感じます。私の試訳を示します。
　「ロータリーの目的」の主文､「ロータリーの目的は､意義ある事業の基礎として奉仕
の理念を奨励し､これを育むことにある」は､やや直訳調で､言葉の据わりがよくありませ
ん。やや意訳になりますが､「ロータリーの目的は､有益な事業の基本に奉仕の理念を

据え､これを育むことである」とすると､すっきりした表現になります。主文後半の「具体的には､次の事項を奨
励することにある」は､「具体的には以下の項目を行う」としたほうが簡明です。
　付帯説明第1項､「知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること」は､直訳調で､意味が分かりにくい
文です。元の英文を見ると､重点は「奉仕の機会」ではなく､「知りあいを広める」ことです。したがって､「奉仕
のきっかけをつかむため知り合いを増やすこと」とすると分かりやすくなります。
　付帯説明第2項は3つの文から成っています。第１文の「職業上の高い倫理基準を保つこと」は､ひらたく言
えば､「道理をわきまえて仕事をすること」です。第２文の「役立つ仕事はすべて価値あるものと認識すること」
は､堅苦しい表現です。ひらたく言えば､「世に役立っている仕事を褒めたたえること」です。第３文の「社会に
奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものとすること」は､言語明瞭・意味不明です。元の英文
､それに基づく「職業奉仕」の英文､それにフランス語訳をみてみると､決して難しいことを言っているのではな
く､日本語訳が意味を取り違えているようです。元の英文の意味は､「各自の仕事を奉仕の場にすること」だと
思います。
　付帯説明第3項の「ロータリアン一人一人が､個人として､また事業及び社会生活において､日 ､々奉仕の理念
を実践すること」は､意味は分かりますが､硬い感じがします。「ロータリアンは､自らの個人生活､職業生活､社
会生活のなかで､奉仕の理念を実現すること」と言い換えると素直な表現になります。
　付帯説明第4項の「奉仕の理念で結ばれた職業人が､世界的ネットワークを通じて､国際理解､親善､平和を
推進すること」のなかの「奉仕の理念で結ばれた職業人の世界的ネットワーク」は､「世界のロータリー」のこ

■ ゲスト・ビジター紹介 ・RI第2600地区ガバナー　中川博司様
・上伊那グループガバナー補佐　塩澤崇様

とでしょう。したがって､「世界のロータリーと手を握り､国際理解､親善､平和を推し進めること」とするほうが
分かりやすくなります。
　ロータリーの文章は､美しい日本語とまで言いませんが､意味がすっと分かる日本語であって欲しいものだ
と思います。

次頁へ続く



国際ロータリー会員表彰担当チームより、
新会員を推薦した馬場秀則会員・小向誠一会員・唐澤敏治会員に認証品が贈呈されました。

　ロータリーの文章は､英文を日本語に訳したものなので､直訳調で､明快だとはいえな
いものが多いと感じます。私の試訳を示します。
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小向誠一幹事　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

■ ニコニコボックス

◆小川秋實
◆下井達典

◆小林富夫

中川ガバナーの公式訪問をありがとうございます。ご指導をよろしくお願い致します。
伊那西インターアクトの留学生交流会が13日に開催されました。今年も下伊那農業インター
アクトが参加し総勢63名でした。参加の皆様には御苦労様でした。
中川ガバナー・塩澤ガバナー補佐の御来訪を歓迎します。
なかなか出席できなくて申しわけございません。

（発表　伊藤幸明委員長）

・伊那西IAC留学生交流会の報告　矢野昌史青少年奉仕委員長
　9月13日（土）伊那西高校IACと信州大学留学生の交流会が開催されました。
　留学生5名、下伊那農業高校IAC 11名・顧問教師2名、伊那西高校IAC 35名・顧問
教師3名、当クラブの小川会長・小向幹事・唐澤稔国際奉仕委員長・下井青少年奉仕副
委員長・中川会報副委員長・矢野の6名と、伊那ロータリークラブ平澤泰斗会員、全員
で63名と大勢で行われました。

　留学生に母国の言葉を教わったり、遊び・おやつ・国歌などを紹介して頂き、生徒も積極的に質問などして
充実した交流会が出来たと思います。（巻末の別冊をご参照下さい）

■ 委員会報告

■ 伝達式

会員数33名　　出席免除会員8名　　長欠会員2名
本日出席者19名　　事前メイク3名　　出席率81.48％　
前回出席率　修正なし　　　　（発表　熊谷健委員）

■ 出席報告

とでしょう。したがって､「世界のロータリーと手を握り､国際理解､親善､平和を推し進めること」とするほうが
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次回例会　9月30日（火）
　9:00集合　ゴルフコンペ（塩嶺カントリークラブ）

18:30点鐘　夜間例会（海老屋料理店）

■ 点　鐘  13：30

■ ガバナー講話
「クラブ訪問に寄せて」　RI第2600地区ガバナー　中川博司様
　自己紹介を申し上げます。私は１８歳まで名古屋で育ちましたが、その後７０歳になる
今日まで、その大半は長野県伊那市で暮らしており、２９歳でイナリサーチという医薬品
開発支援の会社を立ち上げて、現在は会長という立場で会社に関与し、ロータリー歴と
しては伊那ＲＣに所属して３０年近くになります。ロータリアンとしては誠に不熱心な会

員ではありましたが、何故かガバナーの責務を負うことになってしまいました。１年間、どうぞ宜しくお付き合
いいただきますようお願い申し上げます。
　さて、本年度のＲＩ会長、ゲイリーＣ. Ｋ. ホァン氏は、「ロータリーに輝きを」というＲＩテーマのもと、ＲＩ
戦略計画のさらなる推進や会員増強、ＲＩ会長賞やロータリーデイの推進など、ロータリアン一人一人の活動
努力によってロータリーが再び輝きを取り戻すよう強い決意を表明されています。それを受けて私は、「明日
のために今こそ行動を」を地区の標語として掲げ、地区として行うべき７つの重点分野を地区プログラムに示し
ました。
　これらは、クラブ会長へのミッションでもあり、行動のための指標です。したがって私は、この指標をもとに
常に「どうですか、前進していますか」と問いかけることになります。
　新会員に対する研修やクラブのＩＴ化、クラブ間協働による奉仕活動の推進など（地区プログラムご参照）
通常の年度にはない新たなミッションもありますがいずれも極めて重要です。１年で出来ることはほんの限ら
れた範囲ですが、それを積み重ねることで、ロータリーの確かな前進が見えてきます。
　「超我の奉仕」はもっとも核心的なロータリアンのマインドです。皆様には大変ご苦労をおかけしますが、
あなたもロータリーの歴史の一歩を標す存在となってくださるよう切にお願い申し上げます。

■ ガバナー紹介
RI第2600地区上伊那グループガバナー補佐　塩澤崇様より、ガバナーの紹介を頂きました。

　中川博司カバナー略歴　
 職業：株式会社イナリサーチ　代表取締役会長
 所属クラブ：伊那ロータリークラブ
 ロータリー歴：1990年10月入会　　2009～2010年度　会長



 




